
令和6年3月19日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：毎回80％以上の参加率を達成した。

３：２回は、８０％以上の参加率であった。

２：1回は、８０％以上の参加率であった。

１：毎回50％以下の参加率であった。

１：

Ｄあらゆる教育活動（校内研究は体育）で児
童のコミュニケーション能力を向上させる。
教師－児童、児童－児童の対話場面を増
やし、対話の質を向上させる。

4

4

「楽しく学校生活を送っている」98％、
「自分を大切に、思いやりの気持ちを
もって生活している」95％と
どちらも高い肯定的評価であった。

今年度は、「おおた未来づくり」の実施
に先駆けて全学年で「武蔵新田商店
街を元気にしよう大作戦」と銘打った
活動を計画し取り組んだ。各学年、初
年度としてはそれなりの成果を上げ
た。来年度は、この活動を足掛かりに
「ものつくり」「地域創生」ともに取り組
んでいく。
来年度は、独自教科新設に向けた研
究実践校として、同エリアの学校に5・6
年生が地域にある企業・団体等と連携
し、モデルプランを作成していく。また、
1～4年生に関しては、5・6年生の実践
に向けての素地づくりを行う。

新型コロナ感染症が五類となり行事が
以前の形に戻った。児童も主体的に取
り組む様子が見られる。
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・新田陽店街の活性化や矢口たすけあいプラットホームを通じ、
学校と地域がつながる場がづく理が進んでいる。
・地域と児童の接点が増えることで、地域も協力して子どもを育
てていく取り組みがより活発になっていってほしい。
・特に人権問題について力を入れていってほしい。
・適切な評価である。
大変熱心に取り組んでいると思う。
・コロナ後の取り組みに期待しています。
・児童、先生とも生き生きとしている様子が感じられる雰囲気で
す。
・これから社会に出ていく大変な子供たちの育成の場でありま
す。学校で楽しく学校生活を送れていることはとても良いと思い
ます。自分を大切に、そして思いやりの気持ちをもっていると思
います。
・一人一人の個性を表現されていた展覧会を拝見して、のびの
びと学んでいらっしゃる様子が感じられる。
・多摩川小学校にかかわって20年くらいになります。青木副校長
先生から子供の居場所したりに卓球教室をやってほしいと頼ま
れ現在に至っております。その間に学区が変わり東京サーハウ
スのお子さんたちが多摩川小学校に通うようになり、朝の見守り
を手伝っています。
・児童の学力に差異があるので、なかなか難しいが、それぞれ
の個性を伸ばす努力がされていると思う。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

Ｂ 1

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

4
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

4：保護者アンケート「子
どもは、楽しく学校生活
を送っている」と「子ども
は、自分を大切にして
周りの人に思いやりの
気持ちをもって生活して
いる」について、共に肯
定的評価を92％以上
97.9
95.2

３：上記の2つの項目に
肯定的評価をした保護
者が、80％以上

２：上記の2つの項目に
肯定的評価をした保護
者が、７０％以上

１：上記の2つの項目に
肯定的評価をした保護
者が、７０％以下

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

3

「子どもは先生に話を聞いてもらう、相
談している」の肯定的評価は85％と、
目標より５ポイントも下回った。これに
より、「成果評価」は「３」になっている

教員の評価は、高い評価になっている
が、児童が「先生に話を聞いてもらっ
ている」という意識が低いことを受け止
め、特に平均的に何事もまじめに行う
ような児童に関して、教員が意識して
声おかけるようにしていく。

今年度2学期から、教室に入れない児
童に関して学びの保証として教員が空
き時間を使い個別指導を行うように
なった。これにより、学習に自信がつき
教室に戻れた児童が7名中2名いた。
来年度も続けていく。

4

3

3

3

保護者アンケートにおいて、
「学校行事に積極的に参加している」７
９％、「学校は、学年に応じた基礎的な
学力を身に付けさせるための指導の
工夫をしている」９５％の肯定的評価で
あった。

学校行事に関しては目標値を下回っ
たが、学校の取り組みとしては、様々
なイベントを企画し、地域・保護者の方
にも周知して参加を呼び掛けた。道徳
地区公開講座では、200名以上の地
域・保護者の参加もあり、アンケート結
果には現れない成果を感じている。来
年度も保護者参加型のイベントを企画
していく。

３：

２：

１：

3

4

4

4

4

4

3

１：

・保健室に居場所を求めている児童がいるようなので①大変だ
と思います。
先生と話ができない、相談できないという１５パーセントを大切に
見守ってほしい。
いじめ不登校などの重要事案に必ず組織的に対応している状
況であることを踏まえ、学校の取り組み状況が適切に保護者に
伝わるようにしていくのが重要
・適切な評価と思います。
・成果評価が低すぎると感じるほど熱心に取り組まれていると思
います。引き続き改善策に取り組んでください。
・親御さんとの関係は複雑なもの、相互が触れ合う機会を増や
してほしい。
・頃中で３年間いろいろなことが変化して大人はもちろん子供た
ちも時にはさみしい思いもされていたのではと思います。マスク
生活から笑顔の見える学校に戻ってお互いを曹宇庁し、明るい
学校生活になっていると思います。
・先日、支援学校のお子さんを登校支援しているとき、商店街で
中年女性とすれ違いました。その方が、「西村君おはよー」と声
をかけてくださいました。「あの人だあれ｝と子供に聞くと「多摩川
小学校の先生」と教えてくれました。素晴らしい出会いをしまし
た。その後も近隣の方が若い男の先生に「おはようございます」
とあいさつされてびっくりしたと言っておりました。私は先生方と
お会いするのは少ないですが、子供たちが学校が楽しいと言っ
て元気に登校してますので何よりです。

・工事や芝の養生、酷暑など校庭で過ごす時間が減り難しいで
すが、体をたくさん動かせて気分転換をできることを望みます。
・運動習慣をつけるためには、子どもたちがやりたい、楽しいと
思うことを哉ttw見ることが大切だと思います。
・現在では、個々の生活パターンが多様化しているので難しいと
は思いますが、推進していただきたい。
・運動に対して向き、不向きや好き・嫌いの別れる部分がある中
で７０％以上の数値をどのように評価するか難しいところがあ
る。
・学校全体での取り組みとして生徒が当事者意識をもって主体
的に関わることでどのように肯定的な気持ちを持つことにつなが
ると考えたい。
・適正な評価と思います。
・児童の評価は低いが、天候や工事など影響されていることを
考えるともう少し高い表でもよいと思う。
・体力、気力、精神力が障害を決めると思います。
・外壁工事等がありますとどうしても外で遊ぶ場所が少なくなっ
てしまうのは仕方がないのではと思う。そのような状況でもいろ
いろな月刊を設け運動能力を考えていただいたのはとても良
かった。

・今までの古いやり方からだいぶ変化してきているので、先生方
も楽になってきているのではと思いますが問題は、保護者とのコ
ミュニケーションでしょう。
・この目標が学校教育の大前提だと思います。
・綾の就労先や家庭状況によって学校行事への積極的参加が
難しい家庭も一定数あると思います。行事への参加のハードル
下げるような気軽に参加できる仕組みが作れるとよいと思いま
す。
・適切な評価と思います。
・社会生活の基礎を養うことで、積極的に地域にかかわってほし
いです。
・コロナ禍でいろいろと制限されていたので、徐々に以前の学校
行事に戻ってきてよかったと思います。

3

3

・基礎知識が身についているようなので、保護者の方々も安心
でしょう。
一人一人の学習指導は、なかなか難しいと思いますがお願いし
ます。
・保護者アンケートの結果からも、教職員の方々の努力が理解
を得られていると思います。
・適切な評価と思います。
・月３以上の授業参観に８０パーセント以上回答していることに
感心しました。
・授業を拝見するにつけ和やかで明るいです。とても自然でス
ムーズです。
・算数や数学はわからないことがあるとそこで躓いてしまいます
が、補習授業等で学習に意欲的なのはとても良いと思います。

＊委員から、Dの評価として改善策が不十分という指摘を受け
たため、追記した。

「意欲的に学習に取り組んでいる」9
２％、「基礎的な学力が身に付いてい
る」9６％とどちらも目標を達成した

２年生以上の放課後補習教室に加
え、今年度から１年生のMIM個別指導
も年度当初から実施し、児童の基礎学
力定着に努めた成果と考えられる。

「おもしろ理科実験教室」は４年目を迎
える。年々参加する児童が増え、理科
の実験を楽しみながら学ぶ機会が増
えている。来年度も継続していく。

若手教員の多い本校では、教員の授
業力向上は必須である。今年度から7
年目までの教員を対象に「教師力向上
研修」という自主研修を実施し、授業
力向上に努めた。

15

1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

「体力つくり」「なわとび」「持久走」等の月間
を設け、児童が自ら体力向上に取り組む環
境を設定し、異学年で教え合ったり励まし
合ったりしながら運動能力の向上を目指
す。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

学期ごとに担任と児童との全員面談を実施
し、一人一人の児童と向き合い、心のケア
を行うと共に、全教職員で連携をとって対
応する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

ＩＣＴ研修を実施し、ＩＣＴ環境の整備を推進
し、教員一人一人のデジタル活用能力を身
に付け授業を充実させる。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

3

3

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

月３回以上の授業参観を行い、個々の授
業力を向上させ、対話的・主体的な学びを
全教科で推進する。

１：

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

「体育・健康教育公開講座」「道徳地区公開
講座」「セーフティー教室」の３講座を親子参
加型のオンラインで実施し、参加率を高め、
様々な課題に学校－保護者－地域で連携し
て取り組む教育を実践する。

3

2

２：

１：

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

3

３：

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

保護者アンケ―トにおいて、
「学校は保護者や地域と連携して子ど
もを育てているか」95％、「学校は、地
域の力を子どもたちの活動に活かして
いる」93％の肯定的評価であった。

矢口プラットホームなど地域と連携し
た活動が多く行われ、「地域で子ども
を育てる」という本校の目的に近づい
ている

今年度1月からCSとして学校運営協議
会も発足した。来年度は本格的にCS
校として地域一帯の学校づくりをして
いく

・コロナ禍明けでいろいろなイベントができるようになり、特に「武
蔵新田商店街を元気にしよう大作戦」で学年にあった取り組み
ができ作品展もとても素晴らしかったです。
・旗のアイデア葉大変良かったが、もっと目立つ色にすべきだっ
たと思います。子どもたちにイベントの時に店を出させてみるの
も面白いかも。
・運動会を見学させていただきました。1年生から6年生を見てい
てコドモノ成長の年間のすごさを実感しました。これからも地域と
して協力させていただきます。
・地域に開かれた学校運営を目指している姿勢が引き続き保護
者に伝わるように、地域とも連携しながら取り組みを進めていき
たいと思います。
・適切な評価と思います。
・連絡協議会から運営協議会へ値域との一層の連携拡大を望
みます。
・民生児童委員になりまして、息子が多摩川小学校を卒業して
以来久しぶりに学校のことにかかわらせていただきました。社会
の変化とともにとても変化していることに驚きました。保護者の
方々が連携していらっしゃる様子がよくわかりました。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

12

3

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

11

4

令和５年度　大田区立多摩川小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

　本校は今年度、開校６８年を迎える。児童数は５５９名、学級数１９学級、特別支援教室の拠点校となっている。正規教職員は３６名、講師・補助員等を入れると総勢５４名の教職員が「チーム多摩川」として児童を指導・支援している（令和5年4月1日現在）。今年度は令和元年に５
年計画で策定した「おおた教育ビジョン」＝“豊かな人間性をはぐくみ、未来を創る力を育てる”の最終年度、仕上げの年である。それを受け、本校では、現校長が着任してからの３年間、『力のある学校』を目指してきた。「知徳体（学びの力・心の力・体の力）」を三位一体で向上さ
せ、そこに「保護者・地域の力」もお借りして大きく増幅、その力を結集させて将来にも通じる「未来を創る力」を育成する学校を目指す。その実現のために、ここ３年間コロナ禍でやや停滞していた「保護者・地域の皆様への公開」を更に拡充する。学校の主役は子ども。一人一人に
寄り添い、子どもの溢れる可能性や豊かな感性を大事にする。そして良好な人間関係（高め合う集団）づくりをする中で、すべての人が“笑顔で光り輝く学校”を目指す。
　さらに、１年後に「地域運営学校」への移行、２年後の「開校７０周年」、「おおた未来づくり科の新設」を視野に、すべてを連動させて捉え、本校の全児童を学校・保護者・地域で育成することを前面に掲げ、郷土（矢口地域）を愛し、将来的に地元に戻ってくるような子どもたちを育成
する。

４：保護者アンケート「子
どもは先生に話を聞い
てもらう、相談している」
について、肯定率９０％
以上にする。

３：上記の項目に肯定
的評価をした保護者
が、80％以上
84.6

２：上記の項目に肯定
的評価をした保護者
が、７０％以上

１：上記の項目に肯定
的評価をした保護者
が、７０％以下

４：「学校は保護者や地
域と連携して子どもを育
てているか」「学校は、
地域の力を子どもたち
の活動に活かしている」
と学校評価で答えた保
護者の割合が90％以
上。
95.1
93.3

３：上記の項目に回答し
た保護者の割合が８
０％以上。

２：上記の項目に回答し
た保護者の割合が60％
以上。。

１：上記の項目に回答し
た保護者の割合が60％
未満。

目標に対する成果指標

２：

４：

4

9

6

14

Ｂ

３：

２：

４：

４：

３：

２：

２：

１：

B

「休み時間は外で遊んだり、持久
走大会の練習をがんばりました」と
いう児童の肯定的評価は、昨年に
引き続き７６％と目標を昨年よりさ
らに5ポイント下回った。これによ
り、「成果評価」は「２」になってい
る。
これは、昨年に引き続き外壁工事
が行われ遊び場の制限が多くされ
ていたことにも関係すると考える。
工事も終了し、来年度は、「遊び」
に関して様々な工夫をしていきた
い。

４：保護者アンケート「学
校行事に積極的に参加
している」「学校は、学
年に応じた基礎的な学
力を身に付けさせるた
めの指導の工夫をして
いる」について、肯定率
83％以上にする。

３：上記の2つの項目に
肯定的評価をした保護
者が、７０％以上
79.1
94.7

２：上記の2つの項目に
肯定的評価をした保護
者が、６０％以上

１：上記の2つの項目に
肯定的評価をした保護
者が、６０％以下

４：「休み時間は外で遊
んだり、持久走大会の
練習をがんばりました」
と学校評価で答えた児
童の割合が90％以上。

３：上記の項目に回答し
た児童の割合が８０％
以上。

２：上記の項目に回答し
た児童の割合が60％以
上。。
75.9

１：上記の項目に回答し
た児童の割合が60％未
満。

Ａ

1

４：保護者アンケート「子
どもは意欲的に学習に
取り組んでいるか」「基
礎的な学力が見に付い
ているか」について、肯
定率93％以上
92.3
95.7

３：上記の2つの項目に
肯定的評価をした保護
者が、80％以上

２：上記の2つの項目に
肯定的評価をした保護
者が、７０％以上

１：上記の2つの項目に
肯定的評価をした保護
者が、７０％以下

1

Ｃ

Ｄ

４：

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：

Ｄ

３：


